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★キットに含まれないもの

　 塗料、基礎に使用するブロック等

◎用意するもの

　・電動ドライバー（ｲﾝﾊ゚ｸﾄ）

　・金づち、釘抜き

　・水平器

　・６’（約1800mm）の脚立

　・メジャー

　・プラスのﾄ゙ﾗｲﾊ゙ （ーまたはﾋ゙ｯﾄ）　・プラスのﾄ゙ﾗｲﾊ゙ （ーまたはﾋ゙ｯﾄ）

　・スコップ

　・鉛筆

　・のこぎり

◎おもな組み立て順序

1. 床の組み立て　※別冊参照

2. 壁の組み立て

3. 屋根の取り付け

4. 仕上げ
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   コーキング材を使って雨の滲入を防ぐ

大雨の時など、雨水が染み出ることがあるかもしれません。これの防止策としては、ホームセンターなどで
手に入る良質のアクリル系ラテックス・コーキング材を使用することができます。
使用箇所は、壁パネルのサイディングの端です。コーナー＆トリムボードを取り付ける前に行って下さい。
具体的に付ける箇所は、下記の図を参照願います。

後にシダーシェッド製品を解体して移動させる等の計画をお持ちならば、接着剤の使用はしないことを勧めます。

ガゼボ

床根太同士の接合部

床根太とデッキパネルの接合部

左ポスト右ポストの接合部

デッキパネルと壁パネルの接合部

手摺りと手摺り格子の接合部

ポストと手摺りの接合部ポストと手摺りの接合部

ポストとヘッダー（上枠）の接合部

ヘッダー（上枠）と屋根垂木の接合部

屋根垂木同士の接合部

屋根垂木と屋根パネルの接合部

ガーデンシェッド

床パネル同士の接合部

壁パネル同士の接合部

床パネルと壁パネルの接合部

壁パネルとヘッダー（上枠）の接合部

壁パネルとトッププレートの接合部

トッププレートと切妻パネルの接合部トッププレートと切妻パネルの接合部

切妻パネルと屋根パネルの接合部

トッププレートと屋根パネルの接合部

屋根垂木とガセットの接合部

  接着剤を使って構造的に強化する

シダーシェッド製品に構造的な強化を付加する方法として、パネルの接合部分に良質の屋外用木材向け
接着剤を使用することができます。使用箇所としては、下記のような部位が挙げられます。

共
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破風板

ガーデナー6x6
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パーツリスト　　　　　　　       ガーデナー 6x6
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ヘッダー（上枠）を壁パネル上部
に取り付ける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ｲﾝﾁﾈｼ゙゙

壁パネル上部にヘッダー（上枠）を取り付ける

１.　窓、ドアパネルを除く、６枚の壁パネルを下図のように平らな地面の上に置き、壁パネル上部に
　　 ３インチ（約76㎜）ネジを２本使ってそれぞれヘッダー（上枠）を取り付けます。
　　 窓パネル、ドアにはあらかじめヘッダー（上枠）が取り付けられています。

                       壁の組み立て

         注） 床は別冊「①床の組み立て」をご覧下さい。
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隣り合った2x3構造材
同士の上面が平らに
なるように

               図A

図B         上枠の面も段差が出ないよう平らに

１．後ろの壁から組み立てていきます。
　　まず１枚の壁パネルを床の上に真っ直ぐに置き、壁パネル底部の2x3構造材と床の外面がぴったり合う
　　ようにしたら（外壁材がせり出す）、３インチ（約76㎜）ネジを使って床に対して留めます。図A参照

２．隣接するもう１枚の壁パネルも床の上に置き、まず壁パネル同士を３インチ（約76㎜）ネジを使って留めます。
　　壁パネル同士を正しく接合したら床に対してもネジ留めします。床にネジ留めする際は、必ず壁パネル底部の

　　2x3構造材と床の外面がぴったり合うように（外壁材がせり出す）してください。図B参照

壁の組み立て           ※カラー別冊「各パーツの詳細」も参照

1829㎜
（＋
54㎜
）

17
53
㎜

3ｲﾝﾁ（約76㎜）ﾈｼ゙で留める

３ｲﾝﾁネジを使って約40㎝間隔留めます。
交互に留めることによりさらに強度が増し
ます。図B参照

壁パネルの底部2x3構造材と
床パネルの端はぴったりと合わせる。
（外壁材はせり出すように）
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合わさっている上面が
平らになっていることも確認！

５本の３ｲﾝﾁネジを
使って留める

４．残りの壁パネルも同様に３インチ（約76㎜）ネジを使って壁パネル同士、床に対して留めていきます。
　　最後にドア枠を取り付けます。

３．両サイドの壁パネルも取り付けていきます。
　　後壁パネルの内側に右または左壁パネルを置いたら、床パネルの外面と壁パネルの
　　構造材がきちんと合っていることを確認し、３インチ（約76㎜）ネジを５本使って壁同士を接合し、
　　床パネルに対しても留めます。図C4参照

壁の組み立て 
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壁
パ
ネ
ル

ﾄｯﾌ゚ﾌ゚ﾚーﾄとﾍｯﾀ゙ー （上枠）の側面は
段差が出ないようぴったり合わせる。

※段差が出てしまう場合は、室内側
　 にﾄｯﾌ゚ﾌ゚ﾚーﾄをせり出させる。
　 （外側は、仕上げの際に化粧材を
　　張るため平らでなければならない）

←ﾄｯﾌ゚ﾌ゚ﾚーﾄ
←ﾍｯﾀ゙ー （上枠）

外側　　　　　　　　　　　　室内側

段差が出ないよう
平らに。

　　　　　外壁材 →

3ｲﾝﾁのﾈｼ゙で約40㎝間隔で取り付ける

2x3材（約38x65㎜）のトッププレートを壁パネル上部に取り付けていきます。
トッププレートは壁パネル同士の接合、コーナー部分をより安定させるための〈頭つなぎ〉として役割を果たします。
３インチ（76㎜）ネジを使って約40㎝間隔で留めていきます。トッププレートとヘッダー（上枠）の側面が平らに
なるようきちんに合わせます。
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切妻ﾊ゚ﾈﾙ

ﾄｯﾌ゚ﾌ゚ﾚーﾄ

壁ﾊ゚ﾈﾙ

3ｲﾝﾁ（約76㎜）ﾈｼ゙を使って
切妻パネルを壁パネル上部（トッププレート）
に対して留めます。

切妻パネル切り込みが
トッププレートにかっちり
はまるように（反対側も同様）。

切妻パネルを壁パネル上部にのせます。
切妻パネル両端の切り込みがトッププレートにかっちりとはまるよう位置を合わせ、
2x3構造材同士がぴったり合わさったら、３インチ（76㎜）ネジで壁パネルに対して固定します。
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　　　　　　　　　　　　　　軒の出
　　　　　外側

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室内側

①3本の3ｲﾝﾁネジで屋根ﾊ゚ﾈﾙを
　 切妻ﾊ゚ﾈﾙに対して留める

                      ②屋根と壁の固定

① 切妻パネルの中心と屋根垂木の先端ラインが
　  一直線になるよう位置を調整し、屋根垂木の
　　切り込みもかっちりはまっていることを確認したら、
　　３インチ（76㎜）ネジを使って屋根パネルを切妻
　　パネルに対して留めます。

　 この切り込みに
←かっちりはめる

ここのラインを　→
合わせる

最初に取り付ける　　　　　　　　隣接する
切妻側の屋根パネル　　　　　　屋根パネル

 Top

Bottom　 ↑
屋根垂木

切妻パネル側（外側）

室内側（裏側）から見た屋根パネル

切妻側（外側）には
軒の出があります。

少しのせ、スライドさせながら最頂部まで
もっていきます。                                                         　     屋根垂木

切妻パネル→

★屋根を頭上へ持ち上げますので木くずが落ちてきます。
　 作業中は帽子等着用することをお薦めします。
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注）  屋根と壁の固定も

　　  忘れずに行って下さい。

注）隣接した垂木同士の小口面は片方が飛び出ることなく、
　　 ぴったりと揃ってなければなりません。
　　（後の仕上げで、ここに破風板を張るので、
　　 段差のない平らな面にしなければならない。）

垂木同士の接合は、
3ｲﾝﾁネジで交互に留める

続けて隣接する屋根パネルを取り付けていきます。
屋根の垂木同士がぴったりと合うように持ち上げて位置を調整し、垂木の切り込みにも注意したら、
その位置を維持します。そして３本の３インチ（約76㎜）ネジで垂木同士をそれぞれ接合します。
同様に向かい合う屋根パネルも取り付け、残りの屋根パネルも取り付けます。

　切り込みがﾄｯﾌ゚ﾌ゚ﾚーﾄから落ちないないように！
　※落ちてしまう場合は、いちど仮留めしておきましょう！

軒の出

向かい合う屋根パネルもスライド
させながらのせて取り付けます。

頂点を合わせます。

　　　　　　↓

　　　　　↑下の方は多少の隙間
　　　　　　　が出来る場合があります。

同様に向かい合う屋根パネルも取り付けます。外から見て左側に軒の出がある屋根パネルを
取り出したら、壁パネルと切妻パネルの上にのせ、スライドさせながら頂上部までもっていきます。
垂木の切り込みがかっちりはまって屋根が正しい位置にあることを確認したら、３インチ（約76㎜）
ネジを使って切妻パネルに対して固定し、壁パネルに対しても固定します。
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ガセットをそれぞれ３インチ（約76㎜）ネジ４本使って屋根垂木に取り付けます。

前から見たガセットの取り付け位置
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屋根のつなぎ目に挟み込む

　　↑
屋根のつなぎ目

雨の浸入を防ぐために水切りを挟み入れます。
水切りは茶色い面を上にして屋根パネルの合わせ目をカバーするように屋根材の間に挟み入れます。
屋根の下端から最頂部に向かって完全に見えなくなるまでそれぞれ押し込みます。

※２枚の屋根材を同時に持ち上げながら滑り込ませると奥まで入ります。
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約30㎝離れたところに釘打ち                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                                                                  

約25㎜の屋根釘
 （屋根ﾌｪﾙﾄ用）

　約50㎜の屋根釘
　　　（棟ｷｬｯﾌ゚用） 

最初に取り付けた棟ｷｬｯﾌ゚の                                        
先端より1.2㎝突き出す                                                          2番目に取り付けた棟ｷｬｯﾌ゚

3番目～ラストに
取り付ける棟ｷｬｯﾌ゚

2番目に取り付ける棟ｷｬｯﾌ゚                                                                  3番目以降に取り付ける棟ｷｬｯﾌ゚

最初に取り付ける棟ｷｬｯﾌ゚

       　 ↑
             破風板                               1.2㎝突き出す

棟キャップを取り付ける前に、
屋根フェルトを取り付けます

棟キャップを屋根フェルトの上に打ち付けていきます。
最初に取り付ける棟キャップは、破風板の端より約1.2㎝突き出るように置き、２インチ（約50㎜）の
屋根釘を使って４箇所打ち付けます。２番目に取り付ける棟キャップもまた、最初の棟キャップの先端
より、約1.2㎝突き出るように置きます。釘は重ねた棟キャップの先端より約30㎝離れたところに２箇
所打ちます。３番目以降は、前に取り付けた棟キャップより約25㎝離して置き、釘は重ねた棟キャップの
先端より約30㎝のところに２箇所打ちます。

最後の何枚かは、バランス良く取り付けられるよう、先に並べてみてから釘打ちすることをお薦めします。最後の何枚かは、バランス良く取り付けられるよう、先に並べてみてから釘打ちすることをお薦めします。

ガーデナー6x6は、奥行きが約2000mmなので、２等分カットで足りますが、

その場合、必ずフェルトの長さが約1500mmあることを確認してからカットしてください。

約
30
0㎜

屋根フェルト

屋根頂上部の合わせ目に屋根フェルトと棟キャップを取り付けます。

はじめに屋根フェルトを取り付けます。
１ロール：巾約300㎜、長さ約1500㎜の屋根フェルトを長さに沿って3等分にカットします。
（約10㎝巾の屋根ﾌｪﾙﾄが３本出来ます）。 ｲﾗｽﾄ参照
そして、屋根の端から端まですべて覆われるようつないで長さを調整したら、
１インチ（約25㎜）のルーフィング用屋根釘で打ち付けます。
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① 軒天の取り付け                                                       ②コーナーボード、トリムの取り付け

                                                                                             ④ 鼻隠しの取り付け
           

③巾木の取り付け
（Top & Bottom Skirting)

軒天の取り付け

コーナーボード、トリムの取り付け

巾木の取り付け

鼻隠しの取り付け
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45㎜の仕上げ釘を使用

屋根
垂木

軒天

                 

仕上げ釘

後に破風板をここに
取り付けます。
垂木と軒天の面は、
ぴったり揃える。
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壁と壁の間に取り付けるトリムが入りにくい場合は、
金づちで叩くと入ります。トリムが傷まないよう必ず
端材などをあて、その上から叩くようにします。

幅の狭いﾄﾘﾑは7本、
巾の広いﾄﾘﾑは9本の釘を
使用します
                                                                                                            45㎜の仕上げ釘を使用

トリム＆コーナーボード

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上から見た図

トリム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーナーボード（ﾄﾘﾑ）
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上部巾木（次ページ参照）

Soffit
先に取り付けた
軒天

Top Skirting
上部巾木

　　　　　上部巾木

6本の45㎜仕上げ釘で
それぞれ取り付ける

底部巾木（次ページ参照）

                                                              底部巾木（次ページ参照）
                                                                                         45㎜の仕上げ釘を
                                                                                                                                                                                      使用

底部巾木（次ﾍ゚ー ｼ゙参照）

巾木は、ラフ面（ｻ゙ﾗｻ゙ﾗした面）を表にして、45㎜仕上げ釘６本を使って壁の上下に
それぞれ取り付けます。幅の広い巾木は、次ページ参照。
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← 床根太 45㎜の仕上げ釘で
取り付ける

底部巾木
を差し込む

　　　　　　　　　　　　　壁パネル

外壁材
　　　　　　　　　　　　　

壁パネル外壁材の下端は、底部巾木（Bottom Skirting）が差し込めるように少し浮いています。
あまり無理な力を入れないようその隙間に底部巾木を差し込みます。
図SKB-01、SKB-02 参照

仕上げ釘（約45㎜）を６本使って、それぞれ取り付けます。図SKB-03 参照

45㎜の仕上げ釘で
取り付ける

上部巾木
 を差し込む

外壁材

　　　　　　　　　　　　　壁パネル
　　　　　　　　　　　　　

Gable panel
切妻ﾊ゚ﾈﾙ
（三角形のﾊ゚ﾈﾙ）

切妻パネル（三角形のﾊ゚ﾈﾙ）外壁材の下端は、上部巾木（Top Skirting）が差し込めるように
少し浮いています。あまり無理な力を入れないようその隙間に巾の広い上部巾木を差し込みます。
図SKT-01、SKT-02参照

仕上げ釘（約45㎜）を６本使って、それぞれ取り付けます。図SKT-03 参照
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  45㎜の仕上げ釘を使用

②鼻隠し

                                                                      
                                                                                                                                                                ①破風板

ピッタリ                        ①屋根の下地板に
合わせる                      向かって打ち付ける

　　　　　　　↑
斜めにカットされています。

②鼻隠しの端と破風板が隙間
　 なくぴったり合ったら垂木に
　 対して打ち付ける。

取り付ける部材はすべて、ラフ面（ｻ゙ﾗｻ゙ﾗした面）を表にして、

①破風板（両端は斜めにｶｯﾄ）は屋根の下地板の小口へ

②鼻隠しは垂木の小口へ

それぞれ１箇所につき2本の仕上げ釘で打ち付ける。 
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                                       外側から見たドア

室内側から見たドア

◎アドバイス
　薄い板などをかましてドアを
　安定させてから取り付けると
　良いでしょう。

または横に

ダッチドアは、右または左開きのどちらかお好みでスイング出来るよう丁番はあらかじめ
取り付けられていません。
丁番、取っ手、バレルボルト（１枚ドアの状態を維持させるための金具）、掛け金をドアやドア枠に
取り付けていきます。下穴をあけておくことをお奨めします。
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室内側の構造材が通っている
ポイントへネジ留めする

室内側に通っている、
２ｘ３構造材に対して打ちます。
（あまり余裕がないので気を付けてください）
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【輸入元】　高広木材株式会社 J STYLE

最後に飾り板を屋根の前後に仕上げ釘（約45㎜）で取り付けたら
完成です。

組み立て行程を楽しみながら行って頂けたでしょうか。
シダーシェッドの製品はこれからも長く、ご使用お楽しみ頂けます。

ご質問等ありましたらシダーシェッド販売店までご連絡下さい。

組み立て完成


